
さ
ら
に
土
橋
氏
は
、
独
立
歌
謡
が
再
び
記
紀
の
テ
キ
ス
ト
の
文
脈
に
と
り

こ
ま
れ
る
過
程
、
つ
ま
り
歌
謡
物
語
（
氏
自
身
の
用
語
で
は
「
歌
物
語
」
）
が

（
４
）

成
立
す
る
過
程
を
考
え
た
。
こ
こ
で
記
紀
の
文
脈
と
歌
謡
の
結
合
が
、
再
び

記
紀
の
言
語
表
現
の
な
か
で
、
一
群
の
歌
謡
（
二
首
以
上
）
を
ス
ト
ー
リ

（
１
）

Ｉ
の
構
成
要
素
と
し
て
展
開
す
る
散
文
表
現
を
「
歌
謡
物
語
」
と
い
う
。
古

代
大
和
の
言
語
表
現
の
な
か
で
歌
謡
物
語
が
し
ば
し
ば
問
題
に
な
る
理
由
の

一
つ
は
、
現
代
の
我
々
か
ら
み
て
散
文
で
展
開
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
歌
謡
の

意
味
の
結
合
が
窓
意
的
に
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
い
ち
は
や
く
注
目
し
、
記
紀
の
散
文
か
ら
歌
謡
を
「
解
放
」

し
て
民
謡
と
し
て
解
釈
す
る
方
法
を
提
出
し
た
の
は
、
高
木
市
之
助
氏
で
あ

（
２
）

っ
た
。
さ
ら
に
土
橋
寛
氏
は
、
歌
謡
を
本
来
歌
わ
れ
た
場
に
返
し
、
そ
の
機

（
の
⑨
）

能
を
考
え
る
た
め
に
「
独
立
歌
謡
」
と
い
う
概
念
を
提
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

本
来
歌
わ
れ
た
場
に
戻
す
と
い
う
意
味
で
、
い
わ
ば
還
元
主
義
的
方
法
と
い

え
る
だ
ろ
う
。 記

紀
歌
謡
物
語
論
序
説

記
紀
歌
謡
物
語
論
序
説

1

令

問
題
に
さ
れ
、
両
者
の
窓
意
性
を
読
む
視
点
に
よ
っ
て
、
作
品
論
・
国
家
論
．

（
５
）

表
現
論
な
ど
へ
と
様
々
に
展
開
さ
れ
る
。
還
元
主
義
的
な
方
法
に
対
し
、
こ

れ
ら
を
テ
キ
ス
ト
主
義
的
な
方
法
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
で
は
い
ず
れ
に
せ
よ
最
古
の
文
字
テ
キ
ス
ト

以
前
を
、
仮
説
的
に
想
定
し
て
い
く
し
か
な
い
。
本
稿
で
は
単
な
る
想
定
で

は
な
く
、
同
じ
日
本
語
圏
内
に
成
立
し
た
国
家
共
同
体
と
し
て
の
琉
球
王
府

の
宮
廷
歌
謡
集
で
あ
る
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
（
に
み
ら
れ
る
歌
謡
物
語
的
な
表

現
の
成
長
）
を
比
較
対
象
と
し
て
、
記
紀
の
歌
謡
物
語
成
立
ま
で
の
過
程
を

も
う
一
度
考
え
て
み
た
い
。
琉
球
王
府
は
、
古
代
大
和
よ
り
千
年
近
く
後
に

成
立
し
た
国
家
共
同
体
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
本
州
の
中
・
近
世
と
の
同

時
代
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
古
代
的
な
側
面
を
充
分
に
保
っ
て
お
り
、

比
較
対
象
と
し
て
有
効
で
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
歌
謡
物
語
の
問
題
を
表
現
に
即
し
て
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た

い
。
よ
く
知
ら
れ
た
『
古
事
記
』
の
倭
健
命
の
望
郷
歌
で
あ
る
。

2

末
次

五

三
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そ
こ
よ
り
幸
行
で
ま
し
て
能
煩
野
に
至
り
ま
せ
る
時
に
、
国
思
は
し
て
歌

ひ
た
ま
ひ
し
く
、

鋤
大
和
は
国
の
真
秀
ろ
ば
（
大
和
は
高
く
ひ
い
で
た
国
土
だ
。
）
．

畳
な
づ
く
青
垣
（
重
な
り
合
っ
て
く
っ
つ
い
て
い
る
青
垣
の
山
、
）

山
籠
れ
る
大
和
し
う
る
わ
し
‐
（
そ
の
中
に
こ
も
っ
て
い
る
大
和
は
、

美
し
い
。
）

ま
た
歌
ひ
た
ま
し
く
、

弧
命
の
全
け
む
人
は
（
命
の
完
全
な
人
〈
若
い
、
健
康
な
人
〉
は
、
）

畳
薦
平
群
の
山
の
（
〈
畳
薦
〉
平
郡
の
山
の
）

熊
白
檮
が
葉
を
（
大
き
な
樫
の
木
の
葉
を
）

髻
華
に
挿
せ
そ
の
子
（
髪
飾
り
に
挿
し
て
、
楽
し
く
歌
え
、
踊
れ
。

お
ま
え
た
ち
よ
。
）

こ
の
歌
は
思
国
歌
な
り
。

ま
た
歌
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

鋤
は
し
け
や
し
我
家
の
方
よ
（
な
つ
か
し
い
わ
が
家
の
ほ
う
か
ら
、
）

雲
居
立
ち
来
も
（
雲
が
立
っ
て
く
る
よ
。
）

こ
は
片
歌
な
り
。

こ
の
時
病
人
急
に
な
り
ぬ
。
こ
こ
に
御
歌
よ
み
し
た
ま
は
く
、

詔
嬢
子
の
床
の
辺
我
が
置
き
し
（
乙
女
〈
美
夜
受
比
女
〉
の
床
の
そ

ば
に
私
が
置
い
て
き
た
）

つ
る
き
の
太
刀
そ
の
太
刀
は
や
（
大
刀
、
あ
あ
そ
の
大
刀
よ
・
）

（
６
）

歌
ひ
党
へ
て
、
。
即
ち
崩
り
ま
し
き
。
か
れ
駅
使
を
貢
上
り
き
。

そ
れ
ぞ
れ
文
脈
に
即
し
て
見
て
い
く
と
、
鋤
で
大
和
を
讃
美
す
る
の
は
、

望
郷
の
歌
だ
と
い
う
散
文
の
文
脈
に
即
し
て
い
る
。
証
も
や
は
り
望
郷
の
歌

だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
命
の
完
全
な
人
は
」
と
い
う
表
現
は
、
死
を
目
前

に
し
た
倭
健
の
歌
と
し
て
、
「
生
き
て
さ
え
い
た
ら
」
と
い
う
含
意
が
あ
る
。

認
は
「
な
つ
か
し
い
我
が
家
」
と
い
う
表
現
が
、
望
郷
に
合
っ
た
内
容
で
あ

る
。
詔
は
病
が
重
く
な
っ
た
の
は
、
美
夜
受
姫
の
と
こ
ろ
に
草
薙
の
太
刀
を

置
い
て
き
た
た
め
に
伊
吹
山
で
の
遭
難
に
逢
っ
た
か
ら
で
、
「
そ
の
太
刀
」

（
７
）

は
文
脈
で
は
草
薙
の
太
刀
の
こ
と
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
現
代

の
我
々
が
）
一
読
し
て
、
散
文
の
文
脈
と
歌
謡
の
意
味
の
距
離
が
小
さ
い
の

は
、
認
で
あ
る
。
あ
と
は
、
（
我
々
に
は
）
文
脈
と
の
距
離
が
大
き
く
、
す

ん
な
り
と
は
理
解
し
に
く
い
。
歌
謡
の
意
味
と
文
脈
と
の
距
離
が
大
き
い
場

合
は
独
立
歌
謡
と
し
、
以
後
現
代
に
及
ぶ
歌
謡
表
現
に
類
型
を
求
め
、
そ
れ

ら
が
機
能
す
る
場
（
民
俗
）
を
推
測
し
、
独
立
歌
謡
と
し
て
の
実
体
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
方
法
で
あ
る
。
土
橋
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
国
見
の
歌
（
鋤
）
、

老
人
の
歌
（
虹
）
、
辞
世
の
歌
（
詔
）
と
い
う
よ
う
に
「
実
体
」
を
推
測
し
て

い
る
。歌

謡
と
散
文
の
結
合
は
、
文
脈
つ
ま
り
意
味
の
領
域
以
外
に
も
う
ひ
と
つ

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
は
意
味
を
越
え
た
領
域
で
、
様
式
の
問
題
で

あ
る
。
散
文
と
歌
謡
の
相
違
は
様
式
に
あ
り
、
歌
謡
に
は
〈
韻
律
〉
は
あ
る

が
散
文
に
は
な
い
。
言
語
表
現
の
様
式
と
し
て
全
く
異
な
る
両
者
が
対
等
に

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
記
紀
の
表
現
の
文
学
史
的
な
到
達
点
が
あ
る
。

そ
し
て
、
両
者
を
共
存
さ
せ
た
も
の
が
文
字
で
あ
る
こ
と
は
高
木
氏
以
降
多

く
の
人
々
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
斎
藤
英
喜
氏
は
次
の
よ
う
に
い

五
四



諄
（
ノ
Ｏ

〈
書
く
〉
と
い
う
契
機
を
媒
介
と
す
る
こ
と
で
、
等
質
化
・
平
準
化

さ
れ
た
書
か
れ
た
文
字
の
場
に
お
い
て
ウ
タ
と
ハ
ナ
シ
は
共
存
し
え
た

の
だ
。
〈
書
く
〉
と
い
う
こ
と
は
歌
謡
と
神
話
・
説
話
の
共
存
を
、
ひ

と
つ
の
表
現
体
を
か
た
ち
づ
く
る
〈
歌
〉
と
〈
地
の
文
〉
と
し
て
統
覚

（
８
）

し
て
い
、
く
。

祭
式
の
言
語
表
現
（
歌
Ⅱ
歌
謡
）
と
日
常
の
言
語
表
現
（
地
の
文
Ⅱ
散
文
）

と
い
う
前
提
に
た
っ
て
の
発
言
で
あ
る
。
害
く
こ
と
で
、
本
来
異
質
な
言
語

表
現
の
同
居
が
可
能
に
な
っ
た
。
同
居
は
歌
謡
が
散
文
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
可
能
に
な
る
。
こ
れ
は
身
崎
寿
氏
が
い
う
よ
う
に
、
歌
謡
が
散
文
を
要
求

し
た
と
い
う
よ
り
、
歌
謡
を
含
む
こ
と
に
よ
り
散
文
の
物
語
全
体
の
現
実
性

（
９
）

が
保
証
さ
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
、
歌
謡
は
歌
わ
れ
て
い
た
（
る
）
こ

と
が
背
景
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

歌
謡
が
散
文
化
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
れ
は
、
歌
謡
が
歌
わ
れ

た
場
が
忘
却
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
た
と
え
ば
『
琴

歌
譜
』
を
見
て
み
よ
う
。

１
美
望
呂
が
都
久
也
多
麻
可
吉
都
（
吉
）
安
万
須
多
が
可
毛
与
良

牟
可
美
乃
美
也
碑
等
（
御
諸
に
、
築
く
や
玉
垣
、
斎
き
余
す
、
誰
に

か
も
依
ら
む
神
の
宮
人
）

こ
の
あ
と
に
「
楽
譜
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
音
楽
研
究
の
側
か
ら
の
音
復

（
、
）

元
の
試
み
も
あ
る
。
〈
韻
律
〉
を
前
提
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
歌
謡
と
散
文

（
後
述
）
は
対
等
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
歌
謡
が
歌
わ
れ
る
こ

と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
〈
韻
律
〉
と
い
う
表
現
様
式
が
そ
れ
自

記
紀
歌
謡
物
語
論
序
説

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
中
に
は
ご
く
小
数
（
一
五
五
四
首
中
五
首
）
で
は

あ
る
が
、
〈
お
も
ろ
〉
が
歌
わ
れ
た
歴
史
的
な
文
脈
（
物
語
）
が
記
さ
れ
た

も
の
が
あ
る
。
次
の
二
首
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

凹
一
も
出
と
、
ふ
み
あ
か
り
や
、
（
モ
モ
ト
フ
ミ
ア
ガ
リ
〈
神
女
名
〉
が
）

て
に
ち
、
よ
た
め
か
ち
へ
、
（
天
地
を
ゆ
る
が
し
て
）

あ
ま
な
ら
ち
へ
、
（
天
を
鳴
ら
し
て
）

さ
し
ふ
、
た
す
け
、
わ
ち
へ
、
（
神
が
依
り
瀝
く
女
〈
神
女
〉
を
助
け

な
さ
っ
て
）

又
き
み
の
ふ
み
あ
か
り
や
（
君
の
フ
ミ
ア
ガ
リ
は
）

又
け
お
の
ゆ
か
る
ひ
に
（
今
日
の
良
き
日
に
）

又
け
お
の
き
や
か
る
ひ
に
（
今
日
の
輝
け
る
日
に
）

（
巻
六
の
三
四
二
）

五
五
・

体
と
し
て
で
は
な
く
、
歌
わ
れ
る
場
（
祭
式
）
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
証

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
歌
謡
の
散
文
化
は
、
歌
わ
れ
る
場
（
祭
式
）
の
喪

失
に
よ
っ
て
お
こ
る
。
だ
が
、
歌
わ
れ
る
場
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
還
元

主
義
的
な
方
法
が
み
い
だ
し
た
、
民
俗
レ
ベ
ル
に
お
け
る
場
で
は
な
い
。
そ

れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
宮
廷
儀
礼
で
あ
る
。

琉
球
の
宮
廷
歌
謡
集
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
（
一
五
三
一
’
一
六
二
三
頃
）
は
、

宮
廷
レ
ベ
ル
に
お
け
る
歌
謡
の
在
り
方
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
次
に
そ
れ
を

み
な
が
ら
、
個
々
の
歌
謡
と
散
文
の
結
合
の
在
り
方
や
、
歌
謡
と
散
文
の
記

述
の
在
り
方
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

3



⑧
一
も
私
と
、
ふ
み
あ
か
り
や
、
（
モ
モ
ト
フ
ミ
ア
ガ
リ
は
）

お
れ
て
、
あ
す
ひ
、
よ
わ
れ
は
、
（
降
り
て
遊
び
給
え
ば
）

む
か
い
、
ほ
こ
ら
（
迎
え
、
誇
ろ
う
）

又
き
み
の
ふ
み
あ
か
り
や
（
君
の
フ
ミ
ア
ガ
リ
は
）

又
な
さ
の
、
た
た
み
き
よ
か
、
（
父
な
る
貴
人
が
）

お
わ
る
て
ゞ
、
し
ら
に
や
（
居
ら
れ
る
と
も
知
ら
ず
に
）

（
ｕ
）

（
巻
六
の
三
四
三
）

右
の
二
首
に
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
安
仁
屋
本
系
本
文
で
、
一
首
全
体

に
注
が
付
さ
れ
て
い
る
（
「
短
文
注
」
と
い
う
）
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

⑥
こ
こ
に
勝
連
お
な
ち
や
ら
は
、
首
里
天
の
御
女
に
而
御
座
候
処
、
も
砥

と
ふ
み
あ
か
れ
の
按
司
と
神
御
名
御
付
め
さ
れ
た
る
由
候
、
勝
連
按
司

逆
心
差
起
、
首
里
へ
い
ぐ
さ
寄
候
企
に
付
、
鬼
大
城
と
申
人
、
お
な
ち

や
ら
へ
此
段
申
上
、
則
大
城
お
な
ち
や
ら
を
負
上
、
夜
中
に
首
里
へ
逃

走
候
を
、
勝
連
よ
り
打
手
之
者
炬
松
を
付
、
わ
に
や
ま
と
申
浜
追
付
、

可
及
大
事
ノ
処
、
御
神
よ
り
此
お
も
ろ
被
下
候
付
而
則
大
城
大
声
に
而

お
も
ろ
仕
候
処
、
俄
に
黒
く
も
お
こ
り
、
北
方
へ
は
石
あ
め
ふ
り
、
炬

火
を
き
し
候
付
、
打
手
可
及
行
様
之
候
、
南
方
へ
は
明
み
申
に
付
、
大

城
は
急
に
首
里
へ
走
登
り
大
難
の
か
り
た
る
由
也
。

（
巻
六
の
三
四
二
）

⑪
鬼
大
城
お
な
ち
や
ら
を
負
上
、
赤
田
御
門
へ
参
り
勝
連
按
司
逆
心
之
次

第
御
取
次
申
上
候
処
、
夜
中
に
男
女
只
弐
人
参
り
候
は
御
ふ
し
ん
に
候

間
、
先
御
門
開
間
敷
由
御
返
事
御
座
候
処
、
則
御
神
よ
り
此
の
お
も
る

給
候
一
一
付
、
則
大
城
大
声
上
お
も
ろ
仕
候
処
、
自
然
御
門
之
鎖
子
は
さ

（
亜
）

ら
ノ
、
と
開
き
た
る
由
候
也
。
（
巻
六
の
三
四
三
）

実
は
、
。
・
⑨
は
、
『
中
山
世
鑑
』
（
一
六
五
○
）
を
除
く
正
史
、
薬
鐸
本

『
中
山
世
譜
』
（
一
七
一
○
）
・
業
温
本
『
中
山
世
譜
』
（
一
七
二
五
）
・
『
球

陽
」
（
一
七
四
五
）
が
取
り
上
げ
て
い
る
、
琉
球
史
上
よ
く
知
ら
れ
た
「
ア
マ

ワ
リ
の
乱
」
の
さ
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
。
．
⑪
に
も

、
、
、
、

つ
と
も
類
似
し
た
詳
細
な
記
録
は
『
球
陽
』
巻
二
に
あ
る
。

尚
泰
久
の
娘
フ
ミ
ア
ガ
リ
（
踏
場
按
司
）
は
勝
連
按
司
ア
マ
ワ
リ
（
阿
摩

和
利
）
の
も
と
に
嫁
ぎ
、
鬼
大
城
（
夏
居
数
）
も
僕
臣
と
し
て
赴
く
。
中
城

按
司
ゴ
サ
マ
ル
の
こ
と
を
王
に
識
言
し
親
族
滅
亡
に
追
い
や
っ
た
勢
い
で
、

ア
マ
ワ
リ
が
中
山
を
攻
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
鬼
大
城
は
、
フ

ミ
ア
ガ
リ
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
、
城
の
人
々
が
寝
静
ま
る
の
を
待
っ
て
、
フ

ミ
ア
ガ
リ
を
背
負
っ
て
逃
げ
る
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
ア
マ
ワ
リ
は
、
兵
に
命

令
し
て
こ
れ
を
殺
そ
う
と
す
る
。

⑧
居
数
、
ワ
’
一
マ
を
過
ぐ
る
の
時
兵
卒
炬
火
し
て
程
遂
甚
だ
急
な
る
を
見

、
、

る
も
、
計
の
施
す
べ
き
無
く
、
天
を
仰
ぎ
地
に
伏
し
、
大
い
に
①
神
歌

（
俗
に
御
唄
と
云
ふ
）
を
唱
ふ
。
即
ち
暴
雨
大
い
に
降
り
、
兵
火
悉
く

滅
す
。
居
数
喜
び
て
夫
人
（
フ
ミ
ア
ガ
リ
Ⅱ
引
用
者
注
）
を
負
ひ
、
砲

り
て
王
城
に
到
る
。
天
未
だ
暁
曙
な
ら
ず
、
門
に
扣
て
票
報
す
。
王
怒

り
て
曰
く
、
婦
女
と
男
と
夜
に
乗
じ
て
来
る
。
豈
貞
節
な
る
者
な
ら
ん

や
と
。
夫
人
泣
突
し
て
将
に
押
明
森
の
樹
木
に
縊
ら
ん
と
す
。
王
、
色

を
改
め
急
ぎ
門
を
開
き
て
入
れ
し
む
。
夫
人
其
の
事
を
詳
報
す
。
居
数

、
、

又
②
神
歌
を
唱
ふ
。
王
頗
る
之
れ
を
信
ず
る
も
猶
予
し
て
未
だ
決
せ

五
二一
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、
、

ず
。
首
里
殿
内
よ
り
③
神
歌
を
献
奏
す
。
王
、
大
い
に
其
の
女
の
節
義

を
失
は
ざ
る
を
喜
び
、
且
阿
摩
和
利
の
叛
逆
を
知
り
、
即
ち
急
ぎ
令
を

伝
え
て
四
境
の
軍
士
を
招
聚
す
。

こ
う
し
て
、
阿
摩
和
利
の
反
逆
を
知
っ
た
王
は
、
鬼
大
城
を
大
将
と
し
て
、

（
遇
）

軍
勢
を
さ
し
む
け
て
き
た
阿
麻
和
利
を
討
つ
。

オ
モ
ロ

右
の
引
用
に
は
、
神
歌
（
御
唄
）
を
唱
え
る
場
面
が
三
箇
所
（
①
Ｉ
③
）

あ
る
が
、
歌
謡
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
鬼
大
城
（
夏
居
数
）
を

始
祖
と
す
る
夏
氏
の
系
図
（
家
譜
）
の
冒
頭
に
は
、
『
球
陽
』
と
ほ
ぼ
同
文

の
始
祖
に
関
わ
る
説
話
と
歌
わ
れ
た
歌
謡
も
記
さ
れ
て
い
る
。

③
①
モ
、
ト
フ
ミ
ア
カ
リ
ャ
テ
ニ
チ
ョ
タ
メ
カ
チ
ヘ
ア
マ
ナ
ラ
チ
ヘ
サ
シ

フ
タ
ス
ケ
ワ
チ
へ

②
ナ
サ
ノ
タ
、
ミ
キ
ョ
カ
オ
ワ
ル
テ
、
シ
ラ
’
一
ヤ

（
狸
）

③
モ
、
ト
フ
ミ
ア
カ
リ
ヤ
オ
レ
テ
ア
ソ
ヒ
ョ
ワ
レ
ハ
ム
カ
ヒ
ホ
コ
ラ

こ
れ
は
先
の
⑧
．
⑥
の
〈
お
も
ろ
〉
と
対
応
す
る
。
〈
お
も
ろ
〉
の
「
又
」

は
、
旋
律
の
繰
り
返
し
だ
か
ら
、
夏
氏
の
家
譜
の
②
と
③
は
、
⑧
の
そ
れ
ぞ

れ
第
三
節
と
第
一
節
に
対
応
す
る
。
夏
氏
七
世
湛
水
親
方
は
古
典
音
楽
湛
水

流
の
創
始
者
で
あ
り
、
そ
の
始
祖
の
説
話
を
示
す
史
料
が
ま
さ
に
歌
謡
物
語

を
形
成
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
記
紀
と
同
じ
国
家
共
同
体
の
史
書
に
限

れ
ば
、
『
球
陽
』
で
は
〈
お
も
ろ
〉
の
引
用
は
な
い
も
の
の
、
そ
こ
で
う
た

わ
れ
る
〈
お
も
ろ
〉
を
想
定
し
て
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の

で
あ
る
。

フ
ミ
ア
ガ
リ
は
、
琉
球
王
府
の
高
級
神
女
の
一
人
で
あ
り
、
閏
・
⑧
で
も

神
女
の
一
般
名
称
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
巻
六
は
「
首
里

記
和
誕
誠
悩
龍
誠
庁
誠

大
君
・
せ
ん
き
み
・
君
か
な
し
・
も
も
と
ふ
み
あ
か
り
・
き
み
の
つ
ん
し
の

お
も
る
御
き
う
し
」
と
題
さ
れ
、
天
啓
三
（
一
六
二
三
）
年
に
編
集
さ
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
巻
六
は
王
府
に
か
か
わ
る
神
女
た
ち
に
関

す
る
〈
お
も
ろ
〉
を
集
め
た
巻
で
あ
り
、
表
題
か
ら
フ
ミ
ア
ガ
リ
も
そ
の
神

女
役
の
名
称
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
六
に
は
、
神
役
フ
ミ
ア
ガ
リ
に
関

す
る
一
連
の
〈
お
も
ろ
〉
が
収
め
ら
れ
て
お
り
（
三
三
五
’
三
四
三
）
、
㈲
・

⑧
は
そ
の
最
後
の
二
首
な
の
で
あ
る
。
一
方
、
⑪
に
あ
る
「
も
出
と
ふ
み
あ

か
れ
」
は
、
『
女
官
御
双
紙
』
（
一
七
○
六
’
一
三
頃
）
で
は
初
代
の
フ
ミ
ア

ガ
リ
と
さ
れ
る
第
一
尚
氏
の
六
代
．
尚
泰
久
（
一
四
一
五
’
六
○
）
の
娘
の
こ

（
巧
）

と
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ミ
ア
ガ
リ
と
い
う
神
女
役
の
名
称

は
、
尚
泰
久
の
娘
の
名
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
物
語
と
歌
謡
〈
お
も
ろ
〉
の
結
合
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

③
ｌ
①
（
Ａ
の
第
一
節
）
は
「
モ
モ
ト
フ
ミ
ア
ガ
リ
が
天
地
を
ゆ
る
が
し
て

天
を
な
ら
し
て
巫
女
を
助
け
な
さ
っ
て
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
こ
れ
が

⑥
や
③
の
文
脈
で
解
釈
さ
れ
る
も
っ
と
も
大
き
な
要
因
は
、
モ
モ
ト
フ
ミ
ア

ガ
リ
と
い
う
名
称
と
「
あ
ま
な
ら
ち
へ
（
天
を
鳴
ら
し
て
）
」
を
暴
風
雨
を
起

こ
し
た
と
解
釈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
③
ｌ
②
（
Ｂ
の
第
一
節
）

は
、
や
は
り
「
モ
モ
ト
フ
ミ
ア
ガ
リ
が
（
宮
廷
の
祭
場
に
）
降
り
て
、
神
遊
び

を
な
さ
れ
ば
、
そ
れ
を
迎
え
て
ほ
こ
ら
か
に
喜
ぼ
う
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
、

で
あ
る
。
⑧
で
は
、
夜
に
男
女
二
人
だ
け
で
帰
っ
て
き
た
娘
を
許
せ
な
い
王

を
、
木
の
下
で
首
を
く
く
ろ
う
と
す
る
こ
と
で
許
さ
せ
、
門
の
中
に
入
ろ
う

と
す
る
と
き
に
鬼
大
城
が
歌
う
の
だ
か
ら
、
「
む
か
い
ほ
こ
ら
」
を
娘
を
迎
え

て
よ
ろ
こ
ぼ
う
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
③
ｌ
③
（
Ｂ

五
七



の
第
三
節
）
は
、
「
父
な
る
貴
人
（
王
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
し
ら
な
い
で
‐
｜

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
、
②
を
歌
っ
て
も
娘
の
貞
節
を
信
じ
な
い
王
に
首
里

殿
地
か
ら
歌
う
の
だ
か
ら
、
王
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
だ
と
解
釈
し
た
か
ら
だ

ろ
う
。
⑧
一
首
全
体
が
⑪
の
文
脈
で
歌
わ
れ
る
の
も
、
同
様
に
モ
モ
ト
フ
ミ

ア
ガ
リ
を
迎
え
る
こ
と
と
、
王
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
い
う
意
味
で
解
釈
さ
れ
る

か
ら
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
歌
謡
の
用
例
を
中
心
に
解
釈

し
て
、
そ
れ
を
物
語
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
こ
れ
ら
の
〈
お
も

（
蝿
）

ろ
〉
を
「
伝
説
に
よ
っ
て
作
っ
た
も
の
」
（
仲
原
善
忠
Ⅱ
土
橋
氏
の
狭
義
物

語
歌
謡
）
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
れ
ら
は
、
琉
球
の
宮
廷
祭
式
言
語
表
現
と

し
て
の
〈
お
も
ろ
〉
の
類
型
表
現
に
の
っ
と
っ
て
お
り
、
伝
説
は
意
味
の
抽

象
性
を
歴
史
的
な
文
脈
に
ひ
き
つ
け
て
解
釈
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
お
そ

ら
く
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
事
情
が
、
記
紀
の
物
語
歌
謡
に
も
言
え
る
だ
ろ

う
。
現
存
記
紀
歌
謡
は
散
文
脈
に
と
り
こ
ま
れ
た
も
の
だ
け
が
残
っ
て
い
る

が
、
そ
の
背
後
に
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
（
『
万
葉
集
』

に
そ
の
片
鱗
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
）
多
く
の
宮
廷
歌
謡
を
想
定
す

る
べ
き
だ
ろ
う
。
も
し
、
⑧
が
夏
氏
の
家
譜
の
よ
う
に
歌
謡
を
伝
説
の
な
か

に
そ
の
ま
ま
記
録
し
て
い
れ
ば
、
『
球
陽
』
は
歌
謡
物
語
を
お
さ
め
る
正
史

と
し
て
、
記
紀
に
近
い
も
の
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
「
球
陽
』
が
歌
謡
〈
お

も
ろ
〉
を
収
録
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
漢
文
表
現
に
そ
ぐ
わ
な
か
っ
た

か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
『
球
陽
』
の
他
の
箇
所
に
も
歌
謡
は
引
用
さ
れ
て
い

な
児
漢
字
仮
名
混
じ
り
で
基
本
的
に
は
和
文
表
現
の
『
中
山
世
鑑
』
に
は
、

（
Ⅳ
）

〈
お
も
ろ
〉
が
数
首
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

先
に
見
た
『
古
事
記
』
歌
謡
は
認
を
除
く
三
首
は
、
『
日
本
書
記
』
で
は

景
行
天
皇
が
子
湯
の
県
に
行
幸
し
て
丹
裳
の
小
野
に
遊
ぶ
時
京
都
を
偲
ん
で

歌
っ
た
も
の
（
幻
１
羽
）
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
一
群
の
歌
謡
が
歌
わ
れ
た
文

脈
（
物
語
）
が
丸
ご
と
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
事
情
は
先

に
『
琴
歌
譜
』
か
ら
引
用
し
た
歌
謡
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
の
歌
は

『
古
事
記
』
で
は
、
嫁
が
ず
に
召
さ
れ
る
の
を
待
て
と
い
う
雄
略
の
言
葉
を

信
じ
歳
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
老
女
の
嘆
き
の
歌
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

『
琴
歌
譜
』
で
は
、
そ
れ
に
加
え
て
次
の
よ
う
な
起
源
證
も
記
さ
れ
て
い

マ
（
》
○

一
説
云
。
弥
麻
貴
入
日
子
天
皇
々
子
巻
向
玉
城
宮
御
宇
、
伊
久
米
入

日
子
伊
佐
知
天
皇
、
与
妹
豊
次
入
日
女
命
登
於
大
神
美
望
呂
山
拝
祭
神

（
肥
）

前
作
歌
者
、
此
縁
記
似
正
説
。

垂
仁
天
皇
が
大
神
山
に
昇
り
、
祭
神
を
拝
す
る
前
に
作
っ
た
歌
だ
と
い

う
。
興
味
深
い
の
は
こ
の
起
源
潭
が
「
正
説
」
に
似
て
い
る
と
い
う
注
記
で
、

物
語
中
と
い
う
よ
り
、
王
府
の
儀
礼
を
描
い
た
場
面
に
お
い
て
で
あ
り
、
物

語
の
文
脈
に
直
接
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、
〈
お
も
ろ
〉
が
祭

式
の
言
語
表
現
だ
と
い
う
意
識
が
宮
廷
内
部
に
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

短
文
注
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
〈
お
も
ろ
〉
が
祭
式
の
場
で
は
な
く
物
語

（
歴
史
的
な
文
脈
）
で
登
場
人
物
が
歌
う
も
の
に
な
る
に
は
、
国
家
共
同
体

の
変
質
が
必
要
で
あ
っ
た
。

4
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『
琴
歌
譜
』
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
平
安
時
代
前
期
（
奥
書
で
は
九
八
一
年
）

に
も
、
宮
廷
内
部
で
は
記
紀
（
正
説
）
以
外
に
歌
謡
を
め
ぐ
る
伝
承
が
生
き

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
古
代
大
和
の
宮
廷
に
お
け
る
、
歌
謡
を
め
ぐ

る
散
文
伝
承
の
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
単
に
伝
説
の
相
違
と
さ
れ
が
ち
だ
が
、

こ
れ
は
古
代
大
和
の
宮
廷
の
（
国
家
）
共
同
体
と
し
て
の
性
質
を
示
し
て
お

り
、
考
え
る
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

琉
球
の
史
書
に
は
記
紀
の
神
々
や
英
雄
の
物
語
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
発

達
し
た
（
複
雑
化
し
た
）
物
語
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
琉
球

の
正
史
に
も
国
家
共
同
体
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
始
源
か
ら
記

す
神
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
、
『
中
山
世
鑑
』
以
下
の
正
史
間
で

内
容
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
物
語
と
し
て
先
に
引
い
た
短
文
注

（
。
．
⑨
）
と
「
球
陽
』
（
⑧
）
を
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
内
容
に
違
い
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
。
で
は
暴
風
雨
に
よ
っ
て
追
手
の
兵
の
炬
火
が
消
え

た
あ
と
、
南
方
が
明
る
く
な
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
⑧
に
は
な
い
。
ま
た
、

⑨
で
は
、
鬼
大
城
が
〈
お
も
ろ
〉
を
唱
え
る
と
門
の
鎖
が
「
さ
ら
ｊ
、
と
」

開
い
た
と
あ
り
、
⑧
で
⑧
の
〈
お
も
ろ
〉
を
二
首
に
分
け
、
二
度
目
に
首
里

殿
地
で
う
た
っ
て
王
に
信
じ
て
も
ら
う
と
い
う
の
と
は
大
き
な
違
い
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
異
伝
は
ど
う
し
て
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。

安
仁
屋
本
系
に
み
ら
れ
る
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
注
は
、
外
間
守
善
氏
や

嘉
手
苅
千
鶴
子
氏
に
よ
っ
て
、
首
里
城
の
火
災
（
一
七
○
九
）
に
よ
っ
て
消

失
し
た
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
再
編
集
（
一
七
一
○
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
付
さ

（
珀
）

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
書
誌
学
的
に
み
て

。
・
⑧
は
お
よ
そ
四
○
○
年
前
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
史
実
と

記
紀
歌
謡
物
語
論
序
説

い
う
よ
り
王
統
に
か
か
わ
る
伝
説
で
あ
り
、
⑨
・
⑧
は
初
代
フ
ミ
ア
ガ
リ
の

始
祖
説
話
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
注
が
付
さ
れ
た
の

は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
成
立
（
一
五
三
一
’
一
六
二
三
頃
）
よ
り
、
一
○
○
年

後
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

池
宮
正
治
氏
は
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
短
文
注
（
。
・
⑨
）
や
夏
氏
の
家

譜
の
〈
お
も
ろ
〉
Ⅱ
㈲
を
引
き
合
い
に
だ
し
な
が
ら
伝
説
を
伴
っ
て
伝
承
さ

（
釦
）

れ
て
い
た
口
承
の
〈
お
も
ろ
〉
が
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
伝
説
を
伴
う

口
承
の
〈
お
も
ろ
〉
と
は
、
各
〈
お
も
ろ
〉
が
成
立
し
た
時
点
か
ら
伝
説
と

共
に
あ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
〈
お
も
ろ
〉
が
成
立
し
た
の
ち
に
伝
説
が

〈
お
も
ろ
〉
を
取
り
込
ん
だ
の
か
。
琉
球
の
歌
謡
物
語
の
成
立
を
考
え
る
上

で
の
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
独
立
歌
謡
の
論
に
も
通
じ
る
問
題
で
も
あ
る
。

私
は
、
後
者
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
収
録
歌
一
五
五
四
首
の
う
ち
で
、
物
語
的
な
短
文

注
の
付
さ
れ
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
五
首
で
あ
り
、
そ
の
他
の
文
献
で

歴
史
的
（
物
語
的
）
な
文
脈
で
記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
め
て
も
ほ

ん
の
わ
ず
か
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
例
外
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

②
短
文
注
が
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
年
代
（
一
八
世
紀
初
期
）
は
、
『
お

も
ろ
き
う
し
』
巻
三
以
下
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
一
六
二
三
年
と

百
年
以
上
も
離
れ
て
お
り
、
両
者
が
成
立
当
初
か
ら
共
に
あ
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。

③
短
文
注
を
含
む
安
仁
屋
本
系
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
原
注
や
、
同
時
期

に
成
立
し
た
「
混
効
験
集
』
（
一
七
二
）
な
ど
を
検
討
す
る
と
、
〈
お

も
ろ
〉
は
す
で
に
王
府
の
人
々
に
も
理
解
不
能
な
部
分
が
あ
り
、
す
で

五
九



に
大
部
分
が
単
な
る
文
字
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
で
き
る
。

〈
お
も
ろ
〉
は
歌
謡
表
現
と
し
て
衰
退
す
る
過
程
で
文
字
に
記
録
さ
れ
た
。

そ
れ
は
同
時
に
、
〈
お
も
ろ
〉
を
歌
う
宮
廷
の
儀
礼
が
衰
退
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
儀
礼
の
場
だ
け
で
し
か
通
用
し
な
い

特
殊
な
言
語
は
そ
の
意
味
を
忘
れ
ら
れ
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
は
単
な
る
文

字
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い
く
。
短
文
注
や
夏
氏
家
譜
は
、
他
の
原
注
や
『
混

効
験
集
』
と
同
じ
よ
う
に
、
理
解
不
能
に
な
っ
た
儀
礼
言
語
の
文
字
テ
キ
ス

ト
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
を
再
解
釈
し
て
い
く
過
程
で
、
夏
氏
な
ど
の
氏
族
の

伝
承
な
ど
に
よ
り
〈
お
も
ろ
〉
一
首
全
体
を
再
解
釈
す
る
作
業
の
成
果
な
の

で
あ
る
。
再
解
釈
へ
の
意
志
は
、
例
え
ば
『
球
陽
』
（
一
七
四
五
）
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
一
八
世
紀
前
半
の
王
朝
の
歴
史
へ
の
要
求
と
同
時
代
的
な
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
。
つ
ま
り
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
も
歴
史
を
再
構
成
す
る
た
め

の
資
料
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

記
紀
歌
謡
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
記
紀
の
歌
謡
物
語
に
つ
い
て
、
文
字
テ
キ
ス
ト
の
存
在
と
い
う
側
面
か

ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の
は
、
伊
藤
博
氏
の
「
古
代
歌
謡
集
」
の
論
で
あ
る
。
伊

藤
氏
は
、
記
紀
成
立
以
前
（
好
明
朝
以
後
）
に
歌
謡
群
を
集
め
た
何
ら
か
の

文
献
、
つ
ま
り
歌
謡
集
が
存
在
し
た
こ
と
を
記
紀
歌
謡
の
厳
密
な
比
較
か
ら

（
虹
）

想
定
し
、
そ
れ
が
「
享
受
」
さ
れ
る
過
程
を
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
歌

謡
集
が
琉
球
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
あ
た
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

私
も
、
伊
藤
氏
に
基
本
的
に
は
賛
成
な
の
だ
が
、
氏
は
歌
謡
集
の
な
か
に
物

語
を
前
提
に
し
た
歌
謡
群
が
あ
る
と
す
る
が
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
か
ら
み

る
限
り
物
語
を
前
提
に
し
な
い
純
粋
な
宮
廷
歌
謡
集
を
想
定
し
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
神
役
フ
ミ
ア
ガ
リ
に
関
す
る
〈
お
も
ろ
〉

群
に
、
フ
ミ
ア
ガ
リ
と
い
う
個
人
の
物
語
を
読
ん
で
い
く
過
程
を
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
儀
礼
的
な
必
然
性
で
集
ま
っ
て
い
る
歌
謡
群
か

ら
、
物
語
を
読
ん
で
い
く
過
程
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
歌
謡
物
語
の
成
立
過
程
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。古

代
歌
謡
群
（
集
）
ｌ
↓
忘
却
ｌ
↓
再
解
釈
ｌ
↓
歌
謡
物
語

古
代
宮
廷
に
お
け
る
歌
謡
の
場
の
喪
失
、
そ
れ
を
「
忘
却
」
と
呼
ん
で
み

た
の
で
あ
る
。
記
紀
の
歌
謡
物
語
へ
の
過
程
に
「
忘
却
」
と
い
う
視
点
を
持

ち
込
ん
で
み
る
こ
と
で
、
タ
イ
プ
が
こ
と
な
る
異
伝
の
存
在
を
理
解
し
や
す

く
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

５

最
後
に
、
古
代
大
和
と
琉
球
王
府
の
共
同
体
の
質
の
相
違
に
つ
い
て
述
べ

て
お
き
た
い
。

普
通
、
歌
謡
表
現
は
共
同
体
内
成
員
の
共
通
理
解
（
〈
共
同
性
〉
）
を
前
提

に
し
て
い
る
か
ら
、
外
（
我
々
も
外
で
あ
る
）
か
ら
み
て
表
現
内
容
の
必
然

性
（
物
語
）
を
読
み
と
れ
な
い
。
こ
れ
を
文
学
（
言
語
表
現
）
論
と
し
て
論

じ
た
の
が
古
橋
信
孝
氏
の
「
神
謡
」
論
で
あ
っ
た
。
神
謡
は
理
論
的
に
（
始

源
的
に
）
想
定
さ
れ
た
閉
じ
た
共
同
体
の
儀
礼
の
言
語
表
現
で
あ
る
。
一
般

（
”
）

的
に
は
、
歌
謡
表
現
の
質
を
保
証
す
る
の
は
〈
共
同
性
〉
な
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
古
橋
氏
の
神
謡
概
念
発
想
の
元
に
な
っ
た
宮
古
島
・
狩
俣
の
ニ
ー
リ

六
○



（
認
）

・
フ
サ
・
ダ
ー
ビ
な
ど
の
儀
礼
言
語
と
比
較
し
て
も
、
記
紀
間
の
相
違
や

『
琴
歌
譜
』
に
記
さ
れ
た
二
税
の
相
違
は
〈
共
同
性
〉
の
範
囲
を
越
え
て
い

る
。
説
話
学
的
に
い
う
と
、
相
違
す
る
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
同
一
タ
イ
プ
の
ヴ

ァ
リ
ア
ン
ト
（
類
話
）
で
は
な
く
、
異
な
る
タ
イ
プ
の
説
話
な
の
で
あ
る
。

曽
倉
岑
氏
は
「
歌
謡
の
方
か
ら
見
た
場
合
、
歌
謡
の
含
ま
れ
る
説
祇
は
ほ
ぼ

（
型
）

決
定
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
が
、
言
語
表
現
の
〈
共
同
性
〉
と
い
う
点
か
ら
、

こ
れ
ら
は
距
離
が
あ
り
す
ぎ
る
。
同
一
歌
謡
表
現
を
め
ぐ
る
説
話
が
タ
イ
プ

を
越
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
窓
意
的
な
歌
謡
表
現
の
同
一
的
理
解
を
保
証
す

る
〈
共
同
性
〉
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
、
国
家
共
同

体
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
示
す
天
皇
家
の
祖
先
を
め
ぐ
る
説
話

で
そ
れ
が
見
ら
れ
る
の
は
、
「
忘
却
」
の
結
果
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
琉
球
で
は
短
文
注
（
○
・
⑪
）
と
『
球
陽
』
（
⑧
）
に
み
た
よ
う

に
、
物
語
内
の
状
況
の
違
い
で
、
主
人
公
や
ス
ト
ー
リ
ー
が
大
き
く
違
う
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
も
、
同
一
タ
イ
プ
の
ヴ
ァ
リ
ァ
ン
ト
と
考
え

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
少
な
い
例
で
判
断
を
下
す
の
は
危
険
だ
が
、
琉
球
で

は
「
忘
却
」
を
経
た
後
も
歌
謡
表
現
を
保
証
す
る
〈
共
同
性
〉
が
ま
だ
保
た

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
違
い
は
、
国
家
共
同
体
と
し
て
の
質
の
相
違
を
前
提
に
し
て
い
る
。

琉
球
王
府
は
自
生
的
な
村
落
が
丸
ご
と
上
昇
し
た
共
同
体
（
古
橋
氏
の
言
葉

（
海
）

を
借
り
れ
ば
ク
’
一
）
に
近
い
の
に
対
し
、
古
代
大
和
は
複
数
の
共
同
体
を
横

断
し
た
国
家
共
同
体
で
あ
る
か
ら
、
〈
共
同
性
〉
と
い
う
点
で
統
一
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
再
編
さ
れ
た
く
共
同
性
〉
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
記
紀
歌
謡
物
語
の
具
体
的
な
表
現
へ
向
う
地
点
に
よ
う
や
く

記
紀
歌
謡
物
語
論
序
説

た
ど
り
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
「
歌
謡
物
語
」
に
お
け
る
問
題
の
所
在
は
、
都
倉
義
孝
、
一
九
八
七
「
歌
謡

物
語
」
（
『
時
代
別
日
本
文
学
史
事
典
・
上
代
編
』
有
精
堂
）
参
照
。
ま
た
、
本

稿
で
歌
謡
物
語
を
記
紀
に
限
定
し
た
の
は
、
古
代
国
家
共
同
体
と
文
字
テ
キ
ス

ト
と
の
関
わ
り
に
絞
っ
て
論
じ
た
い
か
ら
で
あ
る
。
文
学
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し

て
「
歌
謡
物
語
」
を
考
え
る
さ
い
、
た
と
え
ば
口
承
文
芸
や
後
世
の
物
語
に
お

け
る
歌
謡
表
現
と
散
文
表
現
の
結
合
の
在
り
方
等
を
視
野
に
い
れ
る
必
要
が
あ

る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
論
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
昔

話
と
歌
謡
の
結
合
に
つ
い
て
は
、
友
久
武
文
、
一
九
八
一
「
昔
話
と
歌
謡
」
（
日

本
口
承
文
芸
学
会
編
、
『
昔
話
研
究
入
門
』
三
弥
井
書
店
）
、
真
鍋
昌
弘
、
一
九

八
二
「
昔
話
の
中
の
歌
謡
」
（
『
日
本
口
承
文
芸
研
究
』
第
五
号
、
日
本
口
承
文

芸
学
会
）
等
が
あ
る
。

（
２
）
高
木
市
之
助
、
一
九
三
二
「
古
代
民
謡
史
論
」
（
一
九
七
六
『
高
木
市
之
助

全
集
』
第
一
巻
、
講
談
社
）
。

（
３
）
土
橋
寛
、
一
九
六
八
『
古
代
歌
謡
の
世
界
』
塙
書
房
。

（
４
）
土
橋
寛
、
一
九
六
五
「
歌
と
物
語
の
交
渉
」
（
『
古
代
歌
謡
の
生
態
と
構
造

〈
土
橋
寛
論
文
集
中
〉
』
塙
書
房
。
）

（
５
）
本
稿
で
、
引
用
す
る
も
の
以
外
で
は
、
次
の
よ
う
な
論
文
が
あ
る
。
益
田
勝

実
、
一
九
七
二
『
記
紀
歌
謡
（
日
本
詩
人
選
１
）
』
、
築
摩
書
房
）
、
神
野
志
隆
光
、

一
九
七
八
「
歌
謡
物
語
序
章
」
（
一
九
八
三
『
古
事
記
の
達
成
』
東
京
大
学
出

版
会
）
、
稲
岡
耕
二
、
一
九
八
四
「
記
紀
歌
謡
物
語
の
再
評
価
」
（
『
國
文
学
』
第

二
九
巻
二
号
、
学
熾
社
）
、
駒
木
敏
、
一
九
八
七
「
散
文
と
歌
と
の
交
渉
」

（
『
國
文
学
』
鐙
一
三
巻
一
一
号
）
、
宮
岡
薫
、
一
九
八
七
『
古
代
歌
謡
の
構
造
』
新

典
社
他
。
ま
た
、
『
上
代
文
学
』
六
二
号
（
一
九
八
九
、
上
代
文
学
会
）
で
は

｛
ハ
ー



b

「
記
紀
に
お
け
る
歌
謡
と
説
話
」
を
特
集
し
て
い
る
。
．

（
６
）
土
橋
⑧
、
一
九
五
七
『
古
代
歌
謡
集
（
日
本
古
典
文
学
大
系
３
）
』
岩
波
書

店
、
同
ｂ
、
一
九
七
二
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
・
古
事
記
編
』
角
川
書
店
、
以
下
、

古
代
歌
謡
の
番
号
は
⑧
書
に
、
解
釈
は
、
主
に
⑪
書
に
よ
る
。

（
７
）
主
に
、
土
橋
、
前
注
⑥
書
に
よ
る
。

（
８
）
斎
藤
英
喜
、
一
九
八
一
弓
記
』
『
紀
』
的
表
現
の
問
題
ｌ
様
式
と
し
て
の

〈
歌
〉
と
〈
地
の
文
〉
Ｉ
」
（
古
代
文
学
会
編
、
『
古
代
文
学
の
変
革
（
シ
リ
ー
ズ

・
古
代
の
文
学
６
）
』
武
蔵
野
書
院
）
三
五
頁
。

（
９
）
身
崎
寿
、
一
九
八
二
「
く
う
た
〉
と
〈
散
文
〉
」
（
『
日
本
文
学
』
第
三
一
巻
五
号
、

日
本
文
学
協
会
）
四
頁
。

（
叩
）
林
謙
三
、
一
九
六
九
「
琴
歌
譜
の
音
楽
的
解
釈
の
試
み
」
（
東
洋
音
楽
学
会

編
『
雅
楽
』
ｌ
古
楽
譜
の
解
読
Ｉ
（
東
洋
音
楽
選
書
十
）
』
音
楽
之
友
社
。

（
ｕ
）
本
文
は
、
仲
原
善
忠
・
外
間
守
善
編
、
一
九
六
五
『
校
本
お
も
ろ
さ
う
し
』

角
川
書
店
。
訳
は
筆
者
が
付
し
た
。

（
皿
）
池
宮
正
治
、
一
九
七
八
『
お
も
ろ
さ
う
し
原
注
索
引
』
（
『
琉
球
大
学
法
文
学
部

紀
要
（
国
文
学
論
集
）
』
第
二
二
号
）
。
た
だ
し
句
読
点
に
若
干
手
を
加
え
た
。

（
過
）
原
文
は
漢
文
。
球
陽
研
究
会
編
、
一
九
七
四
『
球
陽
（
沖
縄
文
化
資
料
集
成

５
）
』
ゞ
全
二
冊
、
（
原
文
編
．
．
読
み
下
し
編
）
参
照
。
ま
た
、
伊
波
普
猷
、
一
九
○

五
「
阿
麻
和
利
考
」
（
『
伊
波
普
猷
全
集
』
第
二
巻
、
平
凡
社
）
や
、
真
境
名
安

興
、
一
九
六
六
一
‘
沖
縄
一
千
年
史
』
琉
球
史
料
研
究
会
、
一
六
八
’
一
七
五
頁

に
は
、
フ
ミ
ア
ガ
リ
に
関
す
る
異
伝
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

（
皿
）
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
、
一
九
八
二
『
那
覇
市
史
』
第
一
巻
七
（
家

譜
資
料
三
）
、
編
者
刊
、
．
一
二
七
頁
。
。

（
肥
）
小
島
理
禮
編
、
一
九
八
二
『
神
道
大
系
・
神
社
編
五
十
二
・
沖
縄
一
神
道
大

系
編
纂
会
、
九
三
頁
。

（
略
）
仲
原
、
一
九
五
○
「
お
も
る
評
釈
（
十
八
）
」
（
『
仲
原
善
忠
全
集
』
第
四
巻
、

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
一
二
四
頁
。

（
Ⅳ
）
池
宮
、
一
九
八
八
「
『
中
山
世
鑑
』
所
出
の
お
も
ろ
」
（
『
琉
球
大
学
法
文
学
部

紀
要
（
国
文
学
論
集
）
』
第
三
二
号
）
参
照
。

（
鳩
）
土
橋
、
注
（
６
）
③
書
、
四
六
○
頁
。

（
岨
）
外
間
、
一
九
七
○
『
混
効
験
集
・
校
本
と
研
究
』
角
川
書
店
、
‐
三
二
’
三
三

頁
。
嘉
手
苅
千
鶴
子
、
一
九
七
八
「
お
も
ろ
さ
う
し
書
改
め
と
『
混
効
験
集
』

の
編
纂
に
つ
い
て
」
（
『
南
島
史
学
』
第
二
号
、
南
島
史
学
会
）
参
照
。

（
恥
）
池
宮
、
注
（
Ⅳ
）
同
書
、
二
七
頁
心

（
瓢
）
伊
藤
博
、
一
九
七
五
『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法
・
上
（
古
代
和
歌
史
研
究

５
）
』
塙
書
房
、
七
九
’
二
○
頁
。

（
理
）
古
橋
信
孝
、
一
九
八
五
『
万
葉
集
を
読
み
な
お
す
ｌ
神
謡
か
ら
〃
う
た
“

へ
Ｉ
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
三
一
’
三
四
頁
。

（
羽
）
古
橋
、
一
九
九
○
「
神
々
の
系
譜
と
神
謡
・
神
話
」
（
『
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸

研
究
』
第
一
三
号
、
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
研
究
会
）
参
照
。

（
型
）
曽
倉
岑
、
一
九
六
六
「
記
紀
歌
謡
と
説
話
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
、
東
京
大

学
国
文
学
会
）
三
四
頁
。

（
弱
）
古
橋
、
一
九
七
九
「
歴
史
意
識
の
変
容
」
（
中
西
進
編
『
上
代
日
本
文
学
史
』

有
斐
閣
）
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
平
成
二
年
六
月
一
○
日
の
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
の
第
三
四

回
大
会
（
於
立
命
館
大
学
・
末
川
記
念
会
館
）
で
の
発
表
を
元
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
会
で
は
、
松
前
健
氏
と
宮
岡
薫
氏
に
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
い
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

ま
た
本
稿
は
、
平
成
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
〈
特
別

研
究
員
〉
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
す
え
つ
ぐ
・
さ
と
し
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

｛
ハ
ー
ー


